
アレルゲン表示について 

１ 食品表示法（平成25年法律第70号） 平成27年4月1日 施行 

  （食品表示基準の策定等） 

  第４条 内閣総理大臣は、内閣府令で、食品及び食品関連事業者等の区分ごとに、次に掲げる

事項のうち当該区分に属する食品を消費者に安全に摂取し、及び自主的かつ合理的に選択す

るために必要と認められる事項を内容とする販売の用に供する食品に関する表示の基準を定

めなければならない。 

  １ 名称、アレルゲン（食物アレルギーの原因となる物質をいう。第６条第８項及び第１１

条において同じ。）、保存の方法、消費期限（食品を摂取する際の安全性の判断に資する

期限をいう。第６条第８項及び第１１条において同じ。）、原材料、添加物、栄養成分の

量及び熱量、原産値その他食品関連事業者等が食品の販売をする際に表示されるべき事項 

  ※食品表示基準（平成27年3月20日公布・平成27年4月1日施行） 内閣府令第10号  

２ 食品表示基準について（平成27年3月30日付け消食表第139号）消費者庁次長

食品表示基準について 別添 アレルゲンを含む食品に関する表示（抜粋） 

２ 表示の対象 

⑴ 特定原材料 

食物アレルギー症状を引き起こすことが明らかになった食品のうち、特に発症数、重

篤度から勘案して表示する必要性の高いものを食品表示基準において特定原材料として

定め、次の７品目の表示を義務付けている。 

えび、かに、小麦、そば、卵、乳、落花生 

⑵ 特定原材料に準ずるもの 

食物アレルギー症状を引き起こすことが明らかになった食品のうち、症例数や重篤な

症状を呈する者の数が継続して相当数みられるが、特定原材料に比べると少ないものを

特定原材料に準ずるものとして、次の20品目を原材料として含む加工食品については、

当該食品を原材料として含む旨を可能な限り表示するよう努めることとする。 

あわび、いか、いくら、オレンジ、カシューナッツ、キウイフルーツ、牛肉、くるみ、

ごま、さけ、さば、大豆、鶏肉、バナナ、豚肉、まつたけ、もも、やまいも、りんご、

ゼラチン 

⑶ 特定原材料等の範囲 

特定原材料及び特定原材料に準ずるもの（以下「特定原材料等」という。）の範囲は、

原則として、別表１のとおり、日本標準商品分類の番号で指定されている範囲のものを

指す。 

３ 食品表示基準Ｑ＆Ａについて（平成27年3月30日消食表第140号）消費者庁食品表示企画課長

食品表示基準Ｑ＆Ａ 別添 アレルゲンを含む食品に関する表示（抜粋） 

（Ｆ－２）原材料にマヨネーズを使用した場合、一般的に卵（特定原材料）を使った食品で 
あることが予測できることから、「卵を含む旨」の表示は不要でしょうか。 

（答） 

旧食品衛生法に基づく表示基準では、マヨネーズ等は「特定加工食品」としてアレルギー表

示を省略することができましたが、 

・マヨネーズに卵が入っていることを知らないという事故事例があること 

・卵アレルギー患者にはいわゆる大豆マヨネーズがよく知られるようになっており、マヨネ

ーズ＝卵との認識がなく、特に子どもが通常のマヨネーズと誤認する事例があること 

・マヨネーズ以外の特定加工食品についてもいわゆる大豆マヨネーズのような代替品がある

ものもあり、マヨネーズのような事故や誤認が生じる可能性があること 

などから、特定加工食品の制度を廃止することとしました。 （以下略） 


